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「
節
目
の
年
を
迎
え
て
」

《
栃
木
県
誕
生
１
０
０
年

  

式
典
》

　
50
年
前
の
６
月
15
日
（
金
）
、
今
は

無
き
栃
木
会
館
大
ホ
ー
ル（
宇
都
宮
市
）

で
記
念
式
典
が
開
か
れ
た
。

　
式
辞
は
横
川
信
夫
知
事
、
来
賓
祝
辞

は
小
平
久
雄
衆
議
院
議
員
、
大
野
陽
一

郎
県
議
会
議
長
、
小
池
嘉
子
宇
都
宮
市

長
、
池
田
清
志
元
知
事
。
意
見
発
表
が
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
３
代
生
ま
れ
の

県
民
代
表
。

　
県
民
の
つ
ど
い（
郷
土
芸
能
の
実
演
）

で
は
、
栗
山
村
川
俣
「
三
番
曳
」
、
塩

谷
町
風
見
「
風
見
の
神
楽
」
、
真
岡
市

中
郷
「
大
日
堂
獅
子
舞
」
、
鹿
沼
市
奈

佐
原
「
奈
佐
原
文
楽
」
、
小
山
市
鏡

「
鏡
の
囃
子
」
が
演
じ
ら
れ
た
。

　
今
後
は
、
次
の
２
０
０
年
に
向
か
っ

て
県
民
の
皆
様
と
力
強
く
新
た
な
歩
み

を
始
め
る
１
年
と
し
た
い
。

《
Ｇ
７
男
女
共
同
参
画・

  

女
性
活
躍
担
当
大
臣
会
合
》

　
日
本
で
初
め
て
の
開
催
と
な
り
、
本

県
で
の
政
府
主
催
の
国
際
会
議
も
初
め

て
の
会
議
と
な
っ
た
。
成
果
文
書
「
日

光
声
明
」
が
世
界
に
発
信
さ
れ
た
。
日

光
市
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
中

禅
寺
湖
ク
ル
ー
ズ
視
察
）
も
大
好
評
だ

っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
雇
用
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

を
取
り
入
れ
、
地
方
で
女
性
が
活
躍
で

き
る
環
境
を
更
に
整
備
し
て
参
り
た
い
。

《
全
国
知
事
会
》

　
７
月
末
に
は
山
梨
県
で
全
国
知
事
会

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、

（
１
）
日
米
知
事
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
初
め
て
開
催
。

（
２
）
47
人
中
46
人
が
参
加
と
い
う
高

率
出
席
者
。

（
３
）
夜
の
交
流
会
も
３
時
間
に
及
ぶ

な
ど
議
論
を
含
め
盛
り
上
が
っ
た
。

　
私
の
会
議
の
発
言
は
①
先
天
性
代
謝

異
常
等
検
査
の
対
象
疾
患
の
拡
大
。
②

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
の
加
速
。

③
地
域
づ
く
り
を
阻
む
法
律
の
見
直
し
。

④
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
等
外
来
生

物
対
策
。
⑤
耕
畜
連
携
の
促
進
。
⑥
脱

炭
素
地
域
実
現
等
に
つ
い
て
提
言
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
の
知
事
在
職
日
数
が

い
つ
の
間
に
か
最
長
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
岐
阜
県
知
事
か
ら
朝
食
時
に
持
ち

出
さ
れ
「
思
え
ば
遠
く
に
来
た
も
ん
だ

の
心
境
で
す
ね
・
・
・
。
」
と
答
え
た
。

私
の
方
が
就
任
日
が
早
い
が
同
期
で
あ

り
、
年
齢
は
先
輩
に
あ
た
る
。
（
年
齢

先
輩
は
他
に
も
数
名
い
る
）

《
Ｌ
Ｒ
Ｔ
・
管
理
型
最
終

　
処
分
場
・
南
摩
ダ
ム
》

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車
）
と

管
理
型
最
終
処
分
場
「
エ
コ
グ
リ
ー
ン

と
ち
ぎ
」
は
共
に
30
年
の
歳
月
を
持
っ

て
開
業
・
竣
工
す
る
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
国
内
で
は
75
年
ぶ
り
の
新

線
で
あ
り
全
線
新
設
は
日
本
初
で
あ
る
。

　
処
分
場
「
エ
コ
グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ
」

は
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
（
屋
根
・
壁
等
の
有

る
）
で
は
国
内
最
大
、
最
新
の
設
備
で

あ
る
。
管
理
型
の
施
設
の
無
い
県
は
本

県
を
含
め
、
山
梨
・
鳥
取
・
長
崎
だ
け

だ
っ
た
。
（
廃
棄
物
は
県
外
搬
出
）

　
南
摩
ダ
ム
は
令
和
７
年
３
月
事
業
完

了
予
定
に
向
け
て
順
調
に
工
事
が
進
ん

で
い
る
。
昭
和
44
年
４
月
に
実
施
計
画

調
査
着
手
か
ら
56
年
経
過
す
る
こ
と
に

な
る
。
湖
面
に
設
け
る
吊
り
橋
は
１
７

０
ｍ
、
現
時
点
で
国
内
最
長
。
湖
面
を

滑
空
す
る
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
は
全
長
９
６

０
ｍ
で
全
国
最
大
規
模
の
予
定
だ
。

　
宇
都
宮
市
議
、
県
議
と
し
て
関
わ
っ

て
か
ら
宇
都
宮
市
長
を
経
て
、
知
事
の

立
場
で
大
半
の
事
業
の
完
成
を
確
か
な

も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
光

栄
の
至
り
で
あ
る
。

　
関
係
者
を
始
め
、
長
い
間
ご
支
援
を

下
さ
る
皆
様
方
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

過去 現在 そして未来へ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
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1
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電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
夫
の
両
親
は
平
日
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
日
曜
日
は
私
達

が
行
く
よ
う
に
し
て
、
皆
さ
ん
に

お
世
話
に
な
り
な
が
ら
何
と
か
元

気
に
過
ご
し
て
い
る
。
夫
が
春
に

植
え
た
、
茄
子
や
ト
マ
ト
、
き
ゅ

う
り
、
と
う
が
ら

し
は
順
調
に
成
長

し
収
穫
す
る
の
が

楽
し
み
だ
が
、
雑

草
の
繁
殖
力
も
す

さ
ま
じ
く
、
今
年

も
皆
さ
ん
に
手
伝

っ
て
も
ら
い
取
り

除
い
た
。
こ
の
日

は
孫
た
ち
と
一
緒

に
お
米
を
精
米
し
て
持
ち
帰
っ
た

（
写
真
）
。

　
夫
の
誕
生
日
に
子
供
た
ち
や
知

人
か
ら
大
き
な
花
が
届
き
、
古
希

を
迎
え
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

唐
の
詩
人
・
杜
甫
が
詠
ん
だ
詩

「
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」
に
由

来
し
て
お
り
、「
70
年
生
き
る
人

は
古
く
か
ら
稀
で
あ
る
」
と
い
う

意
味
だ
そ
う
だ
。
人
生
１
０
０
年

時
代
と
言
わ
れ
る
今
、
夫
婦
一
緒

に
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
の
は

あ
と
何
年
だ
ろ
う
か
？
な
ど
と
考

え
る
と
、
些
細
な
こ
と
で
イ
ラ
イ

ラ
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
嫁
が
２
人
の
孫

と
ケ
ー
キ
を
持
っ

て
来
て
く
れ
た
。

男
孫
ち
ゃ
ん
が
ク

ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら

し
、
女
孫
ち
ゃ
ん

が
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス

デ
ー
を
歌
っ
て
く

れ
た
。
そ
う
い
え

ば
昨
年
の
私
の
誕

生
日
に
は
男
孫
ち
ゃ
ん
が
ピ
ア
ノ

を
弾
い
て
く
れ
た
の
を
思
い
出
し

た
。
こ
の
ま
ま
ま
っ
す
ぐ
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
毎
日
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い

ま
す
。
「
地
球
沸
騰
の
時
代
が
来

た
」
と
か
。
ど
う
ぞ
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
下
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
規
制
緩
和
を
受
け
て
２
０
２
０

年
よ
り
休
止
し
て
い
た
後
援
会
行
事

を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

も
ち
つ
き
大
会
が
開
催
で
き
な
い
の

は
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
　

　
栃
木
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
や
日
光
市
で
の
Ｇ
７
男
女
共

同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
相
会
合
の

開
催
の
ほ
か
、
栃
木
県
の
魅
力
を
国

内
外
に
発
信
す
る
な
ど
、
多
忙
な

日
々
を
過
ご
し
た
福
田
知
事
の
県
政

へ
の
取
り
組
み
を
纏
め
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

《
栃
木
県
誕
生
１
５
０
年
》

　
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
６
月
15
日
、

栃
木
県
と
宇
都
宮
県
が
合
併
し
概
ね
現

在
の
栃
木
県
と
な
っ
て
１
５
０
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
た
。

　
来
年
３
月
ま
で
、
県
・
市
町
・
企
業
・

団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
行
く
。
栃
木
に

生
ま
れ
、
育
ち
、
暮
し
て
良
か
っ
た
と

の
思
い
や
愛
着
度
・
誇
り
を
高
め
る
１

年
に
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

《
誕
生
の
歴
史
・
廃
藩

  

置
県
（
明
治
４
年
）
》

 

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
の
際
は
、
黒

羽
藩
・
烏
山
藩
・
茂
木
藩
・
足
利
藩
等

の
10
藩
、
県
外
藩
（
飛
び
地
）
が
20
藩

存
在
し
た
。

　
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
栃
木
県
と
宇
都

宮
県
の
２
県
に
ま
と
め
ら
れ
、
現
在
は

群
馬
県
と
な
っ
て
い
る
上
野
３
郡
（
山

田
・
新
田
・
邑
楽
）
が
栃
木
県
の
管
轄

下
に
置
か
れ
た
。

　
明
治
６
年
に
は
、
宇
都
宮
県
が
廃
止

さ
れ
栃
木
県
が
そ
の
領
域
を
管
轄
す
る

こ
と
と
な
り
、ほ
ぼ
現
在
の
県
域
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
こ
の
日
を
「
県
民
の
日
」

と
し
て
い
る
。

《
東
毛
３
郡
が
栃
木
県
か
ら

  

離
れ
た
時
期
と
経
緯
》

　
明
治
９
年
８
月
21
日
、
第
２
次
府
県

統
合
の
動
き
の
中
で
群
馬
県
に
編
入
。

古
代
か
ら
続
く
上
野
国
の
範
囲
に
戻
し

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

《
県
庁
が
栃
木
か
ら
宇
都
宮

  

に
移
っ
た
時
期
》

　
栃
木
県
の
「
ト
チ
」
の
字
が
現
在
の

文
字
に
統
一
さ
れ
た
の
が
明
治
12
年
４

月
。
県
庁
が
現
在
地
（
宇
都
宮
市
）
に

移
さ
れ
た
の
は
、
明
治
17
年
１
月
21
日

（
太
政
官
布
告
）に
よ
る
。
こ
れ
を
も
っ

て
名
実
と
も
に
栃
木
県
誕
生
と
な
っ
た
。

宇都宮清原クリテリウムスタートセレモニーでの福田知事＝３月20日、宇都宮市内

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
と
な

っ
て
い
た
。

　
会
場
で
は
本
県
産
の
食
材
を
使

用
し
た
料
理
を
振
る
舞
っ
た
ほ
か
、

日
光
を
中
心
と
す
る
観
光
や
自
然
、

産
業
な
ど
を
展
示
で
紹
介
。
６
月

に
日
光
市
で
開
か
れ
る
先
進
７
カ

国
（
Ｇ
７
）
男
女
共
同
参
画
・
女

性
活
躍
担
当
相
会
合
も
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
林
芳
正
外
相
は
「
日
光
は
国
際

観
光
都
市
と
し
て
世
界
的
な
評
価

も
高
い
。
母
国
や
世
界
に
、
今
日

体
験
し
た
栃
木
県
の
魅
力
を
発
信

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
福
田
知
事
は
、
イ
チ
ゴ
や
地
酒

な
ど
本
県
が
誇
る
特
産
品
を
売
り

込
み
「
日
光
や
栃
木
県
に
ぜ
ひ
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

　
本
県
選
出
の
国
会
議
員
ら
が
鏡

開
き
を
し
た
後
、
茂
木
氏
の
発
声

で
乾
杯
し
た
。
日
光
東
照
宮
の
楽

師
に
よ
る
雅
楽
演
奏
や
、
宇
都
宮

の
カ
ク
テ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

会
場
を
彩
っ
た
。

　
栃
木
県
と
外
務
省
は
３
月
24
日

夜
、
本
県
の
魅
力
を
各
国
に
発
信

す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
東
京
都
港

区
の
飯
倉
公
館
で
開
い
た
。

　
75
カ
国
の
駐
日
外
交
団
や
駐
日

外
国
商
工
会
議
所
、
企
業
関
係
者

ら
約
２
０
０
人
が
出
席
し
、
本
県

の
食
や
観
光
、
工
芸
品
な
ど
へ
の

理
解
を
深
め
た
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
外
務
省
の
地

方
創
生
事
業
で
、
外
相
と
地
方
自

治
体
の
首
長
が
共
催
し
、
各
地
方

の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
本
県

で
は
自
民
党
の
茂
木
敏
充
幹
事
長

が
外
相
を
務
め
て
い
た
３
年
前
に

企
画
さ
れ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ

　
５
月
１
日
、
福
田
知
事
は
在
日

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

セ
ト
ン
特
命
全
権
大
使
を
訪
問
し
、

３
月
に
開
催
し
た
外
務
大
臣
及
び

本
県
知
事
共
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ

の
協
力
に
つ
い
て
御
礼
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
本
県
と
フ
ラ
ン
ス
の

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
６
月
11
日
、
駐
日
イ
ン
ド
大
使

館
の
シ
ビ
・
ジ
ョ
ー
ジ
特
命
全
権

大
使
が
来
県
し
、
日
光
東
照
宮
貴

賓
室
で
、
本
県
と
イ
ン
ド
の
今
後

の
交
流
に
つ
い
て
福
田
知
事
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

本
県
の
魅
力 

各
国
に
発
信

在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使

を
訪
問

駐
日
イ
ン
ド
大
使

来
県

県
と
外
務
省 

都
内
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

本
県
の
魅
力
を
駐
日
外
交
団
に
発
信
し
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
＝
３
月
24
日
、
東
京
都
港

区
の
飯
倉
公
館

2023年度 下半期の行事予定

※ゆりの会は、福田富一知事を支援する女性の会です。
　毎年２月の日曜日に『ゆりの会新年会』を開催しており
　ます。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日時：１０月２９日（日）
場所：湯ノ湖から戦場ヶ原
会費：大人 ５,０００円
　　：子供 ２,０００円
主催：ハイキング愛好会

ハイキング

日時：１２月１２日（火）
　　：時間未定
場所：コンセーレ
主催：福田とみかず後援会

知事と語る会

日時：2024年２月18日（日）
　　：１１時～１３時半
場所：ホテル東日本宇都宮
会費：５，０００円

ゆりの会新年会
（女性のみ）

もちつき大会終了のお知らせ
　もちつき大会の開催に向けて検討を重ねて参りました
が、コロナ禍の３年の間に状況が変わり、開催場所等い
くつかの問題をクリアすることが出来ず、２０１９年の
開催を以て終了することと致しました。
　１９８３年（昭和５８年）１２月の第１日曜日に、後援
会や地域の皆様との交流を目的に始められたもちつき大
会を、３７年間続けてこられましたのも陽光地区後援会
をはじめ多くの皆様のご協力のお陰と感謝しております。
長い間お世話になりましてありがとうございました。
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東
武
鉄
道
は
６
月
10
日
か
ら
１

年
間
限
定
で
東
武
宇
都
宮
線
の
愛

称
を
「
い
ち
ご
王
国
」
ラ
イ
ン
と

設
定
す
る
。
期
間
中
は
同
線
な
ど

で
、
外
装
や
内
装
を
イ
チ
ゴ
の
デ

ザ
イ
ン
で
装
飾
し
た
特
別
列
車

「
ベ
リ
ー
ハ
ッ
ピ
ー
ト
レ
イ
ン
」

を
運
行
す
る
。

　
同
日
、
東
武
宇
都
宮
駅
で
行
わ

れ
た
出
発
式
に
は
、
福
田
知
事
や

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

食
品
輸
出
の
環
境
整
備
を

◇
１
月
４
日
　
幹
部
職
員
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

年
頭
訓
示
／
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
県
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
鼓
舞
す
る
。

◇
１
月
７
日
　
宇
都
宮
市
消
防
出
初
式

◇
１
月
16
日
　
東
京
で
総
務
省
栃
木
県
人
会

◇
１
月
19
日
　
県
医
療
危
機
警
報

を
発
出
／
「
救
急
外
来
適
正
利

用
を
」
と
福
田
知
事
。

◇
２
月
７
日
　
感
染
者
減
で
医
療

危
機
警
報
を
解
除
／
「
引
き
続

き
感
染
防
止
対
策
を
」
。

◇
２
月
20
日
　
東
京
県
人
会
第
１

回
グ
ル
メ
の
会
に
出
席
。

◇
３
月
12
日
　
日
光
市
で
Ｇ
７
会

合
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

◇
３
月
29
日
　
関
西
圏
で
地
酒
Ｐ

Ｒ
／
「
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
来
県
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

◇
３
月
29
日
　
甲
子
園
で
作
新
学
院
を
応
援

／
選
手
た
ち
の
健
闘
を
た
た
え
る
。

◇
４
月
３
日
　
新
年
度
知
事
訓
示
／
「
郷
土

愛
の
醸
成
や
地
域
の
新
た
な
活
力
の
構
築

に
つ
な
げ
る
」
。

◇
４
月
18
日
　
下
野
市
の
デ
ク
セ
リ
ア
ル
ズ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
竣
工
式
に
出
席
。

◇
４
月
30
日
　
鹿
沼
市
役
所
新
庁
舎
完
成
式

典
に
出
席
／
「
庁
舎
が
今
後
の
市
政
発
展

に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
。

◇
５
月
８
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類

に
移
行
／
「
流
行
状
況
に
関
心
を
持
ち
、

基
本
的
な
感
染
対
策
を
継
続
し
て
ほ
し
い
」。

◇
５
月
11
日
　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

◇
５
月
17
日
　
宇
都
宮
で
R
e
t
h
i
n
k

（
リ
シ
ン
ク
）フ
ォ
ー
ラ
ム
／
室
井
佑
月
さ

ん
ら
と
本
県
の
未
来
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

◇
５
月
27
日
　
日
光
こ
ど
も
未
来
サ
ミ
ッ
ト

／
「
素
晴
ら
し
い
宣
誓
書
を
ま
と
め
て
く

れ
た
」
と
生
徒
た
ち
を
た
た
え
る
。

◇
６
月
５
日
　
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
フ
ァ

ン
・
ク
ア
ン
・
ヒ
エ
ウ
氏
知
事
表
敬
。

◇
６
月
11
日
　
日
光
東
照
宮
で
ジ
ョ
ー
ジ
駐

日
イ
ン
ド
大
使
と
会
談

◇
６
月
29
日
　
県
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
／
「
栃
木
の
環
境
美
化
の
た
め
に
ご
み

を
拾
っ
て
ほ
し
い
」
と
知
事
。

◇
６
月
30
日
　
大
阪
市
で
関
西
栃
木
県
人
会

／
「
県
と
関
西
圏
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
す
る
」
。

関
東
地
方
知
事
会

高
藤
直
寿
選
手
に

技
能
国
際
大
会
で「
金
」

海
老
原
さ
ん 

知
事
特
別
表
彰

部
活
動
指
導
者
確
保
を
要
望

市
町
村
長
会
議

共に輝く栃木へ
と
ち
ぎ
の
魅
力 

世
界
に
発
信

栃
木
県
誕
生
１
５
０
年
祝
う

　
　
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
６
万
人

「
い
ち
ご
王
国
」宣
言
５
周
年 

高
ら
か
に

「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

東奔西走の日々東奔西走の日々
　
首
都
圏
な
ど
10
都
県
で
構
成
す
る
関
東

地
方
知
事
会
は
５
月
24
日
、
東
京
都
内
の

都
道
府
県
会
館
で
定
例
会
議
を
開
き
、
国

の
施
策
や
予
算
に
関
す
る
提
案
・
要
望
12

件
を
協
議
し
た
。
福
田
知
事
は
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
環
境
の
整
備
を
訴
え
た
。

　
福
田
知
事
は
昨
年
12
月
に
ベ
ト
ナ
ム
を

訪
問
し
た
際
、
同
国
の
検
疫
条
件
が
未
設

定
で
あ
る
た
め
に
県
産
イ
チ
ゴ
の
輸
入
を

断
れ
た
体
験
談
を
披
露
。
ベ
ト
ナ
ム
は

「
親
和
性
の
高
さ
か
ら
、
日
本
産
食
品
の

購
買
が
期
待
で
き
る
有
望
な
市
場
」
と
し
、

２
国
間
協
議
を
早
急
に
行
う
よ
う
求
め
た
。

　
ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

の
影
響
で
、
現
在
も
国
産
食
品
の
輸
入
規

制
を
継
続
し
て
い
る
国
に
対
し
、
風
評
被

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
栃
木
県
誕
生
１
５
０
周
年
を
記

念
し
た
県
民
の
日
（
６
月
15
日
）

イ
ベ
ン
ト
が
６
月
10
日
、
宇
都
宮

市
の
県
庁
周
辺
で
開
か
れ
た
。
約

６
万
人
が
訪
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
を
楽
し
ん
だ
。

　
栃
木
県
は
１
８
７
３
年
６
月
15

日
、
当
時
の
栃
木
県
と
宇
都
宮
県

の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
。
郷
土

を
見
直
し
理
解
と
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
１
９
８

５
年
に
「
県
民
の
日
」
と
定
め
た
。

　
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
「
県
民
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
の

開
会
式
で
福
田
知
事
は
「
１
５
０

年
を
機
に
、
す
べ
て
の
県
民
の
皆

さ
ん
が
ふ
る
さ
と
栃
木
に
思
い
を

寄
せ
、
未
来
に
誇
れ
る
新
し
い
栃

木
づ
く
り
に
県
民
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
日
光
市
で
先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
男
女

共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
相
会
合
が
６

月
24
日
開
幕
し
、
現
地
入
り
し
た
各
国
の

閣
僚
ら
は
福
田
知
事
や
粉
川
日
光
市
長
の

案
内
で
、
同
市
中
宮
祠
の
県
日
光
自
然
博

物
館
や
中
禅
寺
湖
を
視
察
し
た
。

　
25
日
は
奥
日
光
の
ホ
テ
ル
「
ザ
・
リ
ッ

ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
日
光
」
で
会
合
を
開
催
。

男
女
間
の
賃
金
格
差
な
ど
経
済
面
で
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー（
社
会
的
性
差
）格
差
解
消
を
喫

緊
の
課
題
と
す
る
と
共
に
、
性
別
役
割
意

識
の
変
革
の
必
要
性
な
ど
を
訴
え
る
共
同

声
明
「
日
光
声
明
」
を
採
択
し
閉
幕
し
た
。

　
25
日
夜
に
は
栃
木
県
な
ど
地
元
主
催
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
日
光
市
の
ホ
テ
ル
「
日

光
千
姫
物
語
」
で
開
か
れ
、
福
田
知
事
が

「
県
が
誕
生
し
て
１
５
０
年
と
い
う
節
目

の
年
に
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
、
大
変
名

誉
だ
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
よ
き
思
い
出
と
し
て
胸
に
刻
ん
で
い

た
だ
き
栃
木
県
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
歓
迎
の
挨
拶
を
し
た
（
下
写
真
）。

　
会
合
の
閉
幕
を
受
け
26
日
、
県
庁
で
記

者
会
見
し
た
福
田
知
事
は
、
経
済
面
で
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
解
消
な
ど
喫
緊
の
課

題
に
つ
い
て
「
世
界
の
取
り
組
み
の
ス
ピ
ー

ド
に
日
本
も
栃
木
も
追
い
つ
き
、追
い
越

さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
福
田
知
事
は
男
女
共
同
参
画
推
進
の
機

運
の
高
ま
り
を
広
げ
る
た
め
、９
月
に
県
内

企
業
ト
ッ
プ
ら
と
意
見
交
換
会
を
開
き
、

11
月
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

本
県
の
現
状
や
課
題
に
つい
て
議
論
す
る
。
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いちご王国の「国王』姿であいさつする福田富一知事
＝１月15日、県議会議事堂

10都県の知事らが出席した関東地方知事会議＝
24日午後、東京都千代田区

害
払
拭
の
た
め
、
安
全
性
の
化
学
的
根
拠

を
提
示
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
た
。
要
望

は
、
同
会
議
が
国
に
求
め
る
12
項
目
に
盛

り
込
ま
れ
た
。
会
議
後
、
福
田
知
事
は

「
国
は
２
０
３
０
年
に
輸
出
額
５
兆
円
と

い
う
目
標
に
向
け
、
各
都
県
の
声
に
応
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
県
は
、
県
提
出
協
議
事
項
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
担
う
官
民

組
織「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｓ
Ｃ
）」

の
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
市
町
の
協
力
を

求
め
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
今
後
は
県
全
体
で
納
税
の
上
積
み

を
目
指
し
、
年
内
に
も
共
通
返
礼
品
を
設

定
す
る
こ
と
も
報
告
し
た
。

　
次
期
県
立
高
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、

地
域
事
情
を
踏
ま
え
た
計
画
の
策
定
を
求

め
る
声
が
複
数
の
市
町
か
ら
上
が
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
会
議
後
、
「
高
校
は
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
。
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の

適
性
の
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
２
０
２
３
年
度
市
町
村
長
会
議
が
５
月

25
日
、
県
公
館
で
開
か
れ
た（
下
写
真
）。

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
を
見
据
え
、
市

長
会
か
ら
は
指
導
者
確
保
に
向
け
た
制
度

創
設
や
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
な
ど
の

　
県
は
２
０
１
８
年
に
県
産
い
ち
ご
の

「
生
産
量
50
年
連
続
日
本
一
」
を
記
念
し
、

１
月
15
日
を「
い
ち
ご
王
国
・
栃
木
の
日
」

と
宣
言
。
県
内
を
は
じ
め
、
首
都
圏
や
関

西
圏
で
本
県
の
イ
チ
ゴ
の
魅
力
を
伝
え
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
宣
言
か
ら
５
周
年
と
な
る
の
を
記
念
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
15
日
、
県
庁
な
ど
で
開
か

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

過
去
２
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
お

り
、
一
般
客
を
入
れ
て
の
開
催
は
３
年
ぶ

り
と
な
っ
た
。

　
県
議
会
議
事
堂
ロ
ビ
ー
で
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
か
れ
、
宇
都
宮
短
大
付
属
高
校

の
生
徒
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
イ
チ
ゴ
の
衣
装
に
身
を

包
ん
だ
西
が
岡
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
ダ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

　
イ
チ
ゴ
色
の
マ
ン
ト
を
ま
と
っ
た
い
ち

ご
王
国
「
国
王
」
の
福
田
知
事
は
「
今
年

は
栃
木
県
が
誕
生
し
て
１
５
０
年
の
節
目
。

年
内
に
は
イ
チ
ゴ
図
柄
入
り
の
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
「
い
ち
ご
王
国
・
栃
木
」
の
さ
ら

な
る
認
知
度
向
上
の
た
め
に
、
よ
り
一
層

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
栃
木
県
庁
誕
生
１
５
０
年
を
記
念
し
て
、

県
民
の
日
の
６
月
15
日
、
福
田
知
事
が
中

学
生
と
直
接
対
話
す
る「
知
事
と
語
ろ

う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
県
庁
で

開
か
れ
全
25
市
町
か
ら
１
〜
３
年
生
計
27

人
が
参
加
し
、「
ふ
る
さ
と〝
と
ち
ぎ
〞の
魅

力
と
未
来
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

生
徒
は
思
い
描
く
本
県
の
理
想
像
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
必
要
と
考
え
た
り
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
発
表
。
福
田
知
事
は

「
自
分
た
ち
が
思
い
描
く
栃
木
の
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
真
剣
に
考
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
頼
も
し
く
思
う
」
と
語
っ
た
。

男
女
経
済
格
差
解
消
へ「
日
光
声
明
」採
択

　
　
　
　  

Ｇ
７
閣
僚
会
合 

日
光
で
開
催

遊
覧
船
の
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
中
禅
寺
湖
の
周
辺
の
景

色
を
楽
し
む
Ｇ
７
各
国
の
代
表
者
ら
と
福
田
知
事
＝
６

月
24
日
、
日
光
市
中
宮
祠
で

本
県
出
身
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
Ｕ

字
工
事
」
が
出
席
し
、
県
誕
生
を

祝
う
誕
生
ケ
ー
キ
の
ろ
う
そ
く
の

火
を
吹
き
消
し
た
（
上
写
真
）
。

　
５
月
23
日
に
は
、
日
本
郵
便
の

茂
木
孝
之
関
東
支
社
長
ら
が
県
庁

を
訪
れ
、
県
誕
生
１
５
０
年
を
記

念
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切

手
の
贈
呈
式
を
行
っ
た
。
福
田
知

事
や
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
た

「
Ｕ
字
工
事
」
が
受
け
取
っ
た

（
左
写
真
）
。
福
田
知
事
は
「
栃

木
を
表
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
切
手

だ
と
思
う
」
と
喜
ん
だ
。

福田知事から県スポーツ功労賞を
授与された高藤選手（左）＝県庁

福田知事から知事特別表彰を授与
された海老原さん（左）＝県庁

　
昨
年
10
月
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
タ
シ

ケ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
柔
道
の
世
界
選
手
権

男
子
60
㌔
級
で
優
勝
し
た
下
野
市
出
身
の

高
藤
直
寿
選
手
（
29
）
＝
パ
ー
ク
24
＝
に

１
月
13
日
、
県
庁
で
知
事
特
別
表
彰
（
県

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
）
が
授
与
さ
れ
た
。
高

藤
選
手
の
受
賞
は
５
度
目
。
２
０
２
１
年

の
東
京
五
輪
以
来
の
国
際
大
会
で
衰
え
知

ら
ず
の
強
さ
を
発
揮
。
日
本
男
子
最
多
に

並
ぶ
４
度
目
の
頂
点
に
輝
い
た
。
「
日
本

男
子
最
多
の
５
度
目
の
優
勝
に
挑
戦
し
た

い
」
と
高
藤
選
手
。
福
田
知
事
は
「
今
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
パ
リ
五
輪
に
つ
な
が
る

活
躍
を
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
福
し
た
。

　
昨
年
10
月
に
京
都
市
で
開
か
れ
た
第
46

回
技
能
五
輪
国
際
大
会
の
「
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
施
工
」
職
種
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
通
信
施
工
業
エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ

（
東
京
都
渋
谷
区
）
社
員
の
海
老
原
徹
さ

ん
（
26
）
＝
さ
く
ら
市
出
身
＝
が
２
月
８

日
、
県
庁
で
知
事
特
別
表
彰
を
受
け
た
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
工
は
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
を
使
っ
て
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、
施
工
の
ス
ピ
ー

ド
や
品
質
を
競
う
。
「
世
界
で
得
た
経
験

を
後
輩
に
伝
え
た
い
」
と
海
老
原
さ
ん
。

福
田
知
事
は
「
技
術
立
国
・
日
本
を
世
界

に
示
し
た
」
と
称
え
た
。
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東
武
鉄
道
は
６
月
10
日
か
ら
１

年
間
限
定
で
東
武
宇
都
宮
線
の
愛

称
を
「
い
ち
ご
王
国
」
ラ
イ
ン
と

設
定
す
る
。
期
間
中
は
同
線
な
ど

で
、
外
装
や
内
装
を
イ
チ
ゴ
の
デ

ザ
イ
ン
で
装
飾
し
た
特
別
列
車

「
ベ
リ
ー
ハ
ッ
ピ
ー
ト
レ
イ
ン
」

を
運
行
す
る
。

　
同
日
、
東
武
宇
都
宮
駅
で
行
わ

れ
た
出
発
式
に
は
、
福
田
知
事
や

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

食
品
輸
出
の
環
境
整
備
を

◇
１
月
４
日
　
幹
部
職
員
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

年
頭
訓
示
／
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
県
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
鼓
舞
す
る
。

◇
１
月
７
日
　
宇
都
宮
市
消
防
出
初
式

◇
１
月
16
日
　
東
京
で
総
務
省
栃
木
県
人
会

◇
１
月
19
日
　
県
医
療
危
機
警
報

を
発
出
／
「
救
急
外
来
適
正
利

用
を
」
と
福
田
知
事
。

◇
２
月
７
日
　
感
染
者
減
で
医
療

危
機
警
報
を
解
除
／
「
引
き
続

き
感
染
防
止
対
策
を
」
。

◇
２
月
20
日
　
東
京
県
人
会
第
１

回
グ
ル
メ
の
会
に
出
席
。

◇
３
月
12
日
　
日
光
市
で
Ｇ
７
会

合
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

◇
３
月
29
日
　
関
西
圏
で
地
酒
Ｐ

Ｒ
／
「
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
来
県
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

◇
３
月
29
日
　
甲
子
園
で
作
新
学
院
を
応
援

／
選
手
た
ち
の
健
闘
を
た
た
え
る
。

◇
４
月
３
日
　
新
年
度
知
事
訓
示
／
「
郷
土

愛
の
醸
成
や
地
域
の
新
た
な
活
力
の
構
築

に
つ
な
げ
る
」
。

◇
４
月
18
日
　
下
野
市
の
デ
ク
セ
リ
ア
ル
ズ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
竣
工
式
に
出
席
。

◇
４
月
30
日
　
鹿
沼
市
役
所
新
庁
舎
完
成
式

典
に
出
席
／
「
庁
舎
が
今
後
の
市
政
発
展

に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
。

◇
５
月
８
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類

に
移
行
／
「
流
行
状
況
に
関
心
を
持
ち
、

基
本
的
な
感
染
対
策
を
継
続
し
て
ほ
し
い
」。

◇
５
月
11
日
　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

◇
５
月
17
日
　
宇
都
宮
で
R
e
t
h
i
n
k

（
リ
シ
ン
ク
）フ
ォ
ー
ラ
ム
／
室
井
佑
月
さ

ん
ら
と
本
県
の
未
来
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

◇
５
月
27
日
　
日
光
こ
ど
も
未
来
サ
ミ
ッ
ト

／
「
素
晴
ら
し
い
宣
誓
書
を
ま
と
め
て
く

れ
た
」
と
生
徒
た
ち
を
た
た
え
る
。

◇
６
月
５
日
　
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
フ
ァ

ン
・
ク
ア
ン
・
ヒ
エ
ウ
氏
知
事
表
敬
。

◇
６
月
11
日
　
日
光
東
照
宮
で
ジ
ョ
ー
ジ
駐

日
イ
ン
ド
大
使
と
会
談

◇
６
月
29
日
　
県
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
／
「
栃
木
の
環
境
美
化
の
た
め
に
ご
み

を
拾
っ
て
ほ
し
い
」
と
知
事
。

◇
６
月
30
日
　
大
阪
市
で
関
西
栃
木
県
人
会

／
「
県
と
関
西
圏
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
す
る
」
。

関
東
地
方
知
事
会

高
藤
直
寿
選
手
に

技
能
国
際
大
会
で「
金
」

海
老
原
さ
ん 

知
事
特
別
表
彰

部
活
動
指
導
者
確
保
を
要
望

市
町
村
長
会
議

共に輝く栃木へ
と
ち
ぎ
の
魅
力 

世
界
に
発
信

栃
木
県
誕
生
１
５
０
年
祝
う

　
　
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
６
万
人

「
い
ち
ご
王
国
」宣
言
５
周
年 

高
ら
か
に

「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

東奔西走の日々東奔西走の日々
　
首
都
圏
な
ど
10
都
県
で
構
成
す
る
関
東

地
方
知
事
会
は
５
月
24
日
、
東
京
都
内
の

都
道
府
県
会
館
で
定
例
会
議
を
開
き
、
国

の
施
策
や
予
算
に
関
す
る
提
案
・
要
望
12

件
を
協
議
し
た
。
福
田
知
事
は
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
環
境
の
整
備
を
訴
え
た
。

　
福
田
知
事
は
昨
年
12
月
に
ベ
ト
ナ
ム
を

訪
問
し
た
際
、
同
国
の
検
疫
条
件
が
未
設

定
で
あ
る
た
め
に
県
産
イ
チ
ゴ
の
輸
入
を

断
れ
た
体
験
談
を
披
露
。
ベ
ト
ナ
ム
は

「
親
和
性
の
高
さ
か
ら
、
日
本
産
食
品
の

購
買
が
期
待
で
き
る
有
望
な
市
場
」
と
し
、

２
国
間
協
議
を
早
急
に
行
う
よ
う
求
め
た
。

　
ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

の
影
響
で
、
現
在
も
国
産
食
品
の
輸
入
規

制
を
継
続
し
て
い
る
国
に
対
し
、
風
評
被

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
栃
木
県
誕
生
１
５
０
周
年
を
記

念
し
た
県
民
の
日
（
６
月
15
日
）

イ
ベ
ン
ト
が
６
月
10
日
、
宇
都
宮

市
の
県
庁
周
辺
で
開
か
れ
た
。
約

６
万
人
が
訪
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
を
楽
し
ん
だ
。

　
栃
木
県
は
１
８
７
３
年
６
月
15

日
、
当
時
の
栃
木
県
と
宇
都
宮
県

の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
。
郷
土

を
見
直
し
理
解
と
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
１
９
８

５
年
に
「
県
民
の
日
」
と
定
め
た
。

　
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
「
県
民
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
の

開
会
式
で
福
田
知
事
は
「
１
５
０

年
を
機
に
、
す
べ
て
の
県
民
の
皆

さ
ん
が
ふ
る
さ
と
栃
木
に
思
い
を

寄
せ
、
未
来
に
誇
れ
る
新
し
い
栃

木
づ
く
り
に
県
民
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
日
光
市
で
先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
男
女

共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
相
会
合
が
６

月
24
日
開
幕
し
、
現
地
入
り
し
た
各
国
の

閣
僚
ら
は
福
田
知
事
や
粉
川
日
光
市
長
の

案
内
で
、
同
市
中
宮
祠
の
県
日
光
自
然
博

物
館
や
中
禅
寺
湖
を
視
察
し
た
。

　
25
日
は
奥
日
光
の
ホ
テ
ル
「
ザ
・
リ
ッ

ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
日
光
」
で
会
合
を
開
催
。

男
女
間
の
賃
金
格
差
な
ど
経
済
面
で
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー（
社
会
的
性
差
）格
差
解
消
を
喫

緊
の
課
題
と
す
る
と
共
に
、
性
別
役
割
意

識
の
変
革
の
必
要
性
な
ど
を
訴
え
る
共
同

声
明
「
日
光
声
明
」
を
採
択
し
閉
幕
し
た
。

　
25
日
夜
に
は
栃
木
県
な
ど
地
元
主
催
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
日
光
市
の
ホ
テ
ル
「
日

光
千
姫
物
語
」
で
開
か
れ
、
福
田
知
事
が

「
県
が
誕
生
し
て
１
５
０
年
と
い
う
節
目

の
年
に
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
、
大
変
名

誉
だ
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
よ
き
思
い
出
と
し
て
胸
に
刻
ん
で
い

た
だ
き
栃
木
県
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
歓
迎
の
挨
拶
を
し
た
（
下
写
真
）。

　
会
合
の
閉
幕
を
受
け
26
日
、
県
庁
で
記

者
会
見
し
た
福
田
知
事
は
、
経
済
面
で
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
解
消
な
ど
喫
緊
の
課

題
に
つ
い
て
「
世
界
の
取
り
組
み
の
ス
ピ
ー

ド
に
日
本
も
栃
木
も
追
い
つ
き
、追
い
越

さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
福
田
知
事
は
男
女
共
同
参
画
推
進
の
機

運
の
高
ま
り
を
広
げ
る
た
め
、９
月
に
県
内

企
業
ト
ッ
プ
ら
と
意
見
交
換
会
を
開
き
、

11
月
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

本
県
の
現
状
や
課
題
に
つい
て
議
論
す
る
。
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いちご王国の「国王』姿であいさつする福田富一知事
＝１月15日、県議会議事堂

10都県の知事らが出席した関東地方知事会議＝
24日午後、東京都千代田区

害
払
拭
の
た
め
、
安
全
性
の
化
学
的
根
拠

を
提
示
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
た
。
要
望

は
、
同
会
議
が
国
に
求
め
る
12
項
目
に
盛

り
込
ま
れ
た
。
会
議
後
、
福
田
知
事
は

「
国
は
２
０
３
０
年
に
輸
出
額
５
兆
円
と

い
う
目
標
に
向
け
、
各
都
県
の
声
に
応
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
県
は
、
県
提
出
協
議
事
項
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
担
う
官
民

組
織「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｓ
Ｃ
）」

の
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
市
町
の
協
力
を

求
め
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
今
後
は
県
全
体
で
納
税
の
上
積
み

を
目
指
し
、
年
内
に
も
共
通
返
礼
品
を
設

定
す
る
こ
と
も
報
告
し
た
。

　
次
期
県
立
高
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、

地
域
事
情
を
踏
ま
え
た
計
画
の
策
定
を
求

め
る
声
が
複
数
の
市
町
か
ら
上
が
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
会
議
後
、
「
高
校
は
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
。
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の

適
性
の
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
２
０
２
３
年
度
市
町
村
長
会
議
が
５
月

25
日
、
県
公
館
で
開
か
れ
た（
下
写
真
）。

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
を
見
据
え
、
市

長
会
か
ら
は
指
導
者
確
保
に
向
け
た
制
度

創
設
や
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
な
ど
の

　
県
は
２
０
１
８
年
に
県
産
い
ち
ご
の

「
生
産
量
50
年
連
続
日
本
一
」
を
記
念
し
、

１
月
15
日
を「
い
ち
ご
王
国
・
栃
木
の
日
」

と
宣
言
。
県
内
を
は
じ
め
、
首
都
圏
や
関

西
圏
で
本
県
の
イ
チ
ゴ
の
魅
力
を
伝
え
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
宣
言
か
ら
５
周
年
と
な
る
の
を
記
念
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
15
日
、
県
庁
な
ど
で
開
か

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

過
去
２
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
お

り
、
一
般
客
を
入
れ
て
の
開
催
は
３
年
ぶ

り
と
な
っ
た
。

　
県
議
会
議
事
堂
ロ
ビ
ー
で
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
か
れ
、
宇
都
宮
短
大
付
属
高
校

の
生
徒
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
イ
チ
ゴ
の
衣
装
に
身
を

包
ん
だ
西
が
岡
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
ダ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

　
イ
チ
ゴ
色
の
マ
ン
ト
を
ま
と
っ
た
い
ち

ご
王
国
「
国
王
」
の
福
田
知
事
は
「
今
年

は
栃
木
県
が
誕
生
し
て
１
５
０
年
の
節
目
。

年
内
に
は
イ
チ
ゴ
図
柄
入
り
の
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
「
い
ち
ご
王
国
・
栃
木
」
の
さ
ら

な
る
認
知
度
向
上
の
た
め
に
、
よ
り
一
層

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
栃
木
県
庁
誕
生
１
５
０
年
を
記
念
し
て
、

県
民
の
日
の
６
月
15
日
、
福
田
知
事
が
中

学
生
と
直
接
対
話
す
る「
知
事
と
語
ろ

う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
県
庁
で

開
か
れ
全
25
市
町
か
ら
１
〜
３
年
生
計
27

人
が
参
加
し
、「
ふ
る
さ
と〝
と
ち
ぎ
〞の
魅

力
と
未
来
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

生
徒
は
思
い
描
く
本
県
の
理
想
像
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
必
要
と
考
え
た
り
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
発
表
。
福
田
知
事
は

「
自
分
た
ち
が
思
い
描
く
栃
木
の
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
真
剣
に
考
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
頼
も
し
く
思
う
」
と
語
っ
た
。

男
女
経
済
格
差
解
消
へ「
日
光
声
明
」採
択

　
　
　
　  

Ｇ
７
閣
僚
会
合 

日
光
で
開
催

遊
覧
船
の
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
中
禅
寺
湖
の
周
辺
の
景

色
を
楽
し
む
Ｇ
７
各
国
の
代
表
者
ら
と
福
田
知
事
＝
６

月
24
日
、
日
光
市
中
宮
祠
で

本
県
出
身
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
Ｕ

字
工
事
」
が
出
席
し
、
県
誕
生
を

祝
う
誕
生
ケ
ー
キ
の
ろ
う
そ
く
の

火
を
吹
き
消
し
た
（
上
写
真
）
。

　
５
月
23
日
に
は
、
日
本
郵
便
の

茂
木
孝
之
関
東
支
社
長
ら
が
県
庁

を
訪
れ
、
県
誕
生
１
５
０
年
を
記

念
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切

手
の
贈
呈
式
を
行
っ
た
。
福
田
知

事
や
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
た

「
Ｕ
字
工
事
」
が
受
け
取
っ
た

（
左
写
真
）
。
福
田
知
事
は
「
栃

木
を
表
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
切
手

だ
と
思
う
」
と
喜
ん
だ
。

福田知事から県スポーツ功労賞を
授与された高藤選手（左）＝県庁

福田知事から知事特別表彰を授与
された海老原さん（左）＝県庁

　
昨
年
10
月
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
タ
シ

ケ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
柔
道
の
世
界
選
手
権

男
子
60
㌔
級
で
優
勝
し
た
下
野
市
出
身
の

高
藤
直
寿
選
手
（
29
）
＝
パ
ー
ク
24
＝
に

１
月
13
日
、
県
庁
で
知
事
特
別
表
彰
（
県

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
）
が
授
与
さ
れ
た
。
高

藤
選
手
の
受
賞
は
５
度
目
。
２
０
２
１
年

の
東
京
五
輪
以
来
の
国
際
大
会
で
衰
え
知

ら
ず
の
強
さ
を
発
揮
。
日
本
男
子
最
多
に

並
ぶ
４
度
目
の
頂
点
に
輝
い
た
。
「
日
本

男
子
最
多
の
５
度
目
の
優
勝
に
挑
戦
し
た

い
」
と
高
藤
選
手
。
福
田
知
事
は
「
今
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
パ
リ
五
輪
に
つ
な
が
る

活
躍
を
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
福
し
た
。

　
昨
年
10
月
に
京
都
市
で
開
か
れ
た
第
46

回
技
能
五
輪
国
際
大
会
の
「
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
施
工
」
職
種
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
通
信
施
工
業
エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ

（
東
京
都
渋
谷
区
）
社
員
の
海
老
原
徹
さ

ん
（
26
）
＝
さ
く
ら
市
出
身
＝
が
２
月
８

日
、
県
庁
で
知
事
特
別
表
彰
を
受
け
た
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
工
は
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
を
使
っ
て
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、
施
工
の
ス
ピ
ー

ド
や
品
質
を
競
う
。
「
世
界
で
得
た
経
験

を
後
輩
に
伝
え
た
い
」
と
海
老
原
さ
ん
。

福
田
知
事
は
「
技
術
立
国
・
日
本
を
世
界

に
示
し
た
」
と
称
え
た
。
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「
節
目
の
年
を
迎
え
て
」

《
栃
木
県
誕
生
１
０
０
年

  

式
典
》

　
50
年
前
の
６
月
15
日
（
金
）
、
今
は

無
き
栃
木
会
館
大
ホ
ー
ル（
宇
都
宮
市
）

で
記
念
式
典
が
開
か
れ
た
。

　
式
辞
は
横
川
信
夫
知
事
、
来
賓
祝
辞

は
小
平
久
雄
衆
議
院
議
員
、
大
野
陽
一

郎
県
議
会
議
長
、
小
池
嘉
子
宇
都
宮
市

長
、
池
田
清
志
元
知
事
。
意
見
発
表
が
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
３
代
生
ま
れ
の

県
民
代
表
。

　
県
民
の
つ
ど
い（
郷
土
芸
能
の
実
演
）

で
は
、
栗
山
村
川
俣
「
三
番
曳
」
、
塩

谷
町
風
見
「
風
見
の
神
楽
」
、
真
岡
市

中
郷
「
大
日
堂
獅
子
舞
」
、
鹿
沼
市
奈

佐
原
「
奈
佐
原
文
楽
」
、
小
山
市
鏡

「
鏡
の
囃
子
」
が
演
じ
ら
れ
た
。

　
今
後
は
、
次
の
２
０
０
年
に
向
か
っ

て
県
民
の
皆
様
と
力
強
く
新
た
な
歩
み

を
始
め
る
１
年
と
し
た
い
。

《
Ｇ
７
男
女
共
同
参
画・

  

女
性
活
躍
担
当
大
臣
会
合
》

　
日
本
で
初
め
て
の
開
催
と
な
り
、
本

県
で
の
政
府
主
催
の
国
際
会
議
も
初
め

て
の
会
議
と
な
っ
た
。
成
果
文
書
「
日

光
声
明
」
が
世
界
に
発
信
さ
れ
た
。
日

光
市
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
中

禅
寺
湖
ク
ル
ー
ズ
視
察
）
も
大
好
評
だ

っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
雇
用
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

を
取
り
入
れ
、
地
方
で
女
性
が
活
躍
で

き
る
環
境
を
更
に
整
備
し
て
参
り
た
い
。

《
全
国
知
事
会
》

　
７
月
末
に
は
山
梨
県
で
全
国
知
事
会

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、

（
１
）
日
米
知
事
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
初
め
て
開
催
。

（
２
）
47
人
中
46
人
が
参
加
と
い
う
高

率
出
席
者
。

（
３
）
夜
の
交
流
会
も
３
時
間
に
及
ぶ

な
ど
議
論
を
含
め
盛
り
上
が
っ
た
。

　
私
の
会
議
の
発
言
は
①
先
天
性
代
謝

異
常
等
検
査
の
対
象
疾
患
の
拡
大
。
②

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
の
加
速
。

③
地
域
づ
く
り
を
阻
む
法
律
の
見
直
し
。

④
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
等
外
来
生

物
対
策
。
⑤
耕
畜
連
携
の
促
進
。
⑥
脱

炭
素
地
域
実
現
等
に
つ
い
て
提
言
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
の
知
事
在
職
日
数
が

い
つ
の
間
に
か
最
長
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
岐
阜
県
知
事
か
ら
朝
食
時
に
持
ち

出
さ
れ
「
思
え
ば
遠
く
に
来
た
も
ん
だ

の
心
境
で
す
ね
・
・
・
。
」
と
答
え
た
。

私
の
方
が
就
任
日
が
早
い
が
同
期
で
あ

り
、
年
齢
は
先
輩
に
あ
た
る
。
（
年
齢

先
輩
は
他
に
も
数
名
い
る
）

《
Ｌ
Ｒ
Ｔ
・
管
理
型
最
終

　
処
分
場
・
南
摩
ダ
ム
》

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車
）
と

管
理
型
最
終
処
分
場
「
エ
コ
グ
リ
ー
ン

と
ち
ぎ
」
は
共
に
30
年
の
歳
月
を
持
っ

て
開
業
・
竣
工
す
る
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
国
内
で
は
75
年
ぶ
り
の
新

線
で
あ
り
全
線
新
設
は
日
本
初
で
あ
る
。

　
処
分
場
「
エ
コ
グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ
」

は
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
（
屋
根
・
壁
等
の
有

る
）
で
は
国
内
最
大
、
最
新
の
設
備
で

あ
る
。
管
理
型
の
施
設
の
無
い
県
は
本

県
を
含
め
、
山
梨
・
鳥
取
・
長
崎
だ
け

だ
っ
た
。
（
廃
棄
物
は
県
外
搬
出
）

　
南
摩
ダ
ム
は
令
和
７
年
３
月
事
業
完

了
予
定
に
向
け
て
順
調
に
工
事
が
進
ん

で
い
る
。
昭
和
44
年
４
月
に
実
施
計
画

調
査
着
手
か
ら
56
年
経
過
す
る
こ
と
に

な
る
。
湖
面
に
設
け
る
吊
り
橋
は
１
７

０
ｍ
、
現
時
点
で
国
内
最
長
。
湖
面
を

滑
空
す
る
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
は
全
長
９
６

０
ｍ
で
全
国
最
大
規
模
の
予
定
だ
。

　
宇
都
宮
市
議
、
県
議
と
し
て
関
わ
っ

て
か
ら
宇
都
宮
市
長
を
経
て
、
知
事
の

立
場
で
大
半
の
事
業
の
完
成
を
確
か
な

も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
光

栄
の
至
り
で
あ
る
。

　
関
係
者
を
始
め
、
長
い
間
ご
支
援
を

下
さ
る
皆
様
方
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

過去 現在 そして未来へ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
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電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
夫
の
両
親
は
平
日
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
日
曜
日
は
私
達

が
行
く
よ
う
に
し
て
、
皆
さ
ん
に

お
世
話
に
な
り
な
が
ら
何
と
か
元

気
に
過
ご
し
て
い
る
。
夫
が
春
に

植
え
た
、
茄
子
や
ト
マ
ト
、
き
ゅ

う
り
、
と
う
が
ら

し
は
順
調
に
成
長

し
収
穫
す
る
の
が

楽
し
み
だ
が
、
雑

草
の
繁
殖
力
も
す

さ
ま
じ
く
、
今
年

も
皆
さ
ん
に
手
伝

っ
て
も
ら
い
取
り

除
い
た
。
こ
の
日

は
孫
た
ち
と
一
緒

に
お
米
を
精
米
し
て
持
ち
帰
っ
た

（
写
真
）
。

　
夫
の
誕
生
日
に
子
供
た
ち
や
知

人
か
ら
大
き
な
花
が
届
き
、
古
希

を
迎
え
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

唐
の
詩
人
・
杜
甫
が
詠
ん
だ
詩

「
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」
に
由

来
し
て
お
り
、「
70
年
生
き
る
人

は
古
く
か
ら
稀
で
あ
る
」
と
い
う

意
味
だ
そ
う
だ
。
人
生
１
０
０
年

時
代
と
言
わ
れ
る
今
、
夫
婦
一
緒

に
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
の
は

あ
と
何
年
だ
ろ
う
か
？
な
ど
と
考

え
る
と
、
些
細
な
こ
と
で
イ
ラ
イ

ラ
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
嫁
が
２
人
の
孫

と
ケ
ー
キ
を
持
っ

て
来
て
く
れ
た
。

男
孫
ち
ゃ
ん
が
ク

ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら

し
、
女
孫
ち
ゃ
ん

が
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス

デ
ー
を
歌
っ
て
く

れ
た
。
そ
う
い
え

ば
昨
年
の
私
の
誕

生
日
に
は
男
孫
ち
ゃ
ん
が
ピ
ア
ノ

を
弾
い
て
く
れ
た
の
を
思
い
出
し

た
。
こ
の
ま
ま
ま
っ
す
ぐ
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
毎
日
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い

ま
す
。
「
地
球
沸
騰
の
時
代
が
来

た
」
と
か
。
ど
う
ぞ
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
下
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
規
制
緩
和
を
受
け
て
２
０
２
０

年
よ
り
休
止
し
て
い
た
後
援
会
行
事

を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

も
ち
つ
き
大
会
が
開
催
で
き
な
い
の

は
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
　

　
栃
木
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
や
日
光
市
で
の
Ｇ
７
男
女
共

同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
相
会
合
の

開
催
の
ほ
か
、
栃
木
県
の
魅
力
を
国

内
外
に
発
信
す
る
な
ど
、
多
忙
な

日
々
を
過
ご
し
た
福
田
知
事
の
県
政

へ
の
取
り
組
み
を
纏
め
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

《
栃
木
県
誕
生
１
５
０
年
》

　
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
６
月
15
日
、

栃
木
県
と
宇
都
宮
県
が
合
併
し
概
ね
現

在
の
栃
木
県
と
な
っ
て
１
５
０
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
た
。

　
来
年
３
月
ま
で
、
県
・
市
町
・
企
業
・

団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
行
く
。
栃
木
に

生
ま
れ
、
育
ち
、
暮
し
て
良
か
っ
た
と

の
思
い
や
愛
着
度
・
誇
り
を
高
め
る
１

年
に
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

《
誕
生
の
歴
史
・
廃
藩

  

置
県
（
明
治
４
年
）
》

 

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
の
際
は
、
黒

羽
藩
・
烏
山
藩
・
茂
木
藩
・
足
利
藩
等

の
10
藩
、
県
外
藩
（
飛
び
地
）
が
20
藩

存
在
し
た
。

　
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
栃
木
県
と
宇
都

宮
県
の
２
県
に
ま
と
め
ら
れ
、
現
在
は

群
馬
県
と
な
っ
て
い
る
上
野
３
郡
（
山

田
・
新
田
・
邑
楽
）
が
栃
木
県
の
管
轄

下
に
置
か
れ
た
。

　
明
治
６
年
に
は
、
宇
都
宮
県
が
廃
止

さ
れ
栃
木
県
が
そ
の
領
域
を
管
轄
す
る

こ
と
と
な
り
、ほ
ぼ
現
在
の
県
域
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
こ
の
日
を
「
県
民
の
日
」

と
し
て
い
る
。

《
東
毛
３
郡
が
栃
木
県
か
ら

  

離
れ
た
時
期
と
経
緯
》

　
明
治
９
年
８
月
21
日
、
第
２
次
府
県

統
合
の
動
き
の
中
で
群
馬
県
に
編
入
。

古
代
か
ら
続
く
上
野
国
の
範
囲
に
戻
し

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

《
県
庁
が
栃
木
か
ら
宇
都
宮

  

に
移
っ
た
時
期
》

　
栃
木
県
の
「
ト
チ
」
の
字
が
現
在
の

文
字
に
統
一
さ
れ
た
の
が
明
治
12
年
４

月
。
県
庁
が
現
在
地
（
宇
都
宮
市
）
に

移
さ
れ
た
の
は
、
明
治
17
年
１
月
21
日

（
太
政
官
布
告
）に
よ
る
。
こ
れ
を
も
っ

て
名
実
と
も
に
栃
木
県
誕
生
と
な
っ
た
。

宇都宮清原クリテリウムスタートセレモニーでの福田知事＝３月20日、宇都宮市内

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
と
な

っ
て
い
た
。

　
会
場
で
は
本
県
産
の
食
材
を
使

用
し
た
料
理
を
振
る
舞
っ
た
ほ
か
、

日
光
を
中
心
と
す
る
観
光
や
自
然
、

産
業
な
ど
を
展
示
で
紹
介
。
６
月

に
日
光
市
で
開
か
れ
る
先
進
７
カ

国
（
Ｇ
７
）
男
女
共
同
参
画
・
女

性
活
躍
担
当
相
会
合
も
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
林
芳
正
外
相
は
「
日
光
は
国
際

観
光
都
市
と
し
て
世
界
的
な
評
価

も
高
い
。
母
国
や
世
界
に
、
今
日

体
験
し
た
栃
木
県
の
魅
力
を
発
信

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
福
田
知
事
は
、
イ
チ
ゴ
や
地
酒

な
ど
本
県
が
誇
る
特
産
品
を
売
り

込
み
「
日
光
や
栃
木
県
に
ぜ
ひ
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

　
本
県
選
出
の
国
会
議
員
ら
が
鏡

開
き
を
し
た
後
、
茂
木
氏
の
発
声

で
乾
杯
し
た
。
日
光
東
照
宮
の
楽

師
に
よ
る
雅
楽
演
奏
や
、
宇
都
宮

の
カ
ク
テ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

会
場
を
彩
っ
た
。

　
栃
木
県
と
外
務
省
は
３
月
24
日

夜
、
本
県
の
魅
力
を
各
国
に
発
信

す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
東
京
都
港

区
の
飯
倉
公
館
で
開
い
た
。

　
75
カ
国
の
駐
日
外
交
団
や
駐
日

外
国
商
工
会
議
所
、
企
業
関
係
者

ら
約
２
０
０
人
が
出
席
し
、
本
県

の
食
や
観
光
、
工
芸
品
な
ど
へ
の

理
解
を
深
め
た
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
外
務
省
の
地

方
創
生
事
業
で
、
外
相
と
地
方
自

治
体
の
首
長
が
共
催
し
、
各
地
方

の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
本
県

で
は
自
民
党
の
茂
木
敏
充
幹
事
長

が
外
相
を
務
め
て
い
た
３
年
前
に

企
画
さ
れ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ

　
５
月
１
日
、
福
田
知
事
は
在
日

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

セ
ト
ン
特
命
全
権
大
使
を
訪
問
し
、

３
月
に
開
催
し
た
外
務
大
臣
及
び

本
県
知
事
共
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ

の
協
力
に
つ
い
て
御
礼
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
本
県
と
フ
ラ
ン
ス
の

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
６
月
11
日
、
駐
日
イ
ン
ド
大
使

館
の
シ
ビ
・
ジ
ョ
ー
ジ
特
命
全
権

大
使
が
来
県
し
、
日
光
東
照
宮
貴

賓
室
で
、
本
県
と
イ
ン
ド
の
今
後

の
交
流
に
つ
い
て
福
田
知
事
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

本
県
の
魅
力 

各
国
に
発
信

在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使

を
訪
問

駐
日
イ
ン
ド
大
使

来
県

県
と
外
務
省 

都
内
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

本
県
の
魅
力
を
駐
日
外
交
団
に
発
信
し
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
＝
３
月
24
日
、
東
京
都
港

区
の
飯
倉
公
館

2023年度 下半期の行事予定

※ゆりの会は、福田富一知事を支援する女性の会です。
　毎年２月の日曜日に『ゆりの会新年会』を開催しており
　ます。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日時：１０月２９日（日）
場所：湯ノ湖から戦場ヶ原
会費：大人 ５,０００円
　　：子供 ２,０００円
主催：ハイキング愛好会

ハイキング

日時：１２月１２日（火）
　　：時間未定
場所：コンセーレ
主催：福田とみかず後援会

知事と語る会

日時：2024年２月18日（日）
　　：１１時～１３時半
場所：ホテル東日本宇都宮
会費：５，０００円

ゆりの会新年会
（女性のみ）

もちつき大会終了のお知らせ
　もちつき大会の開催に向けて検討を重ねて参りました
が、コロナ禍の３年の間に状況が変わり、開催場所等い
くつかの問題をクリアすることが出来ず、２０１９年の
開催を以て終了することと致しました。
　１９８３年（昭和５８年）１２月の第１日曜日に、後援
会や地域の皆様との交流を目的に始められたもちつき大
会を、３７年間続けてこられましたのも陽光地区後援会
をはじめ多くの皆様のご協力のお陰と感謝しております。
長い間お世話になりましてありがとうございました。


